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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原油中の洗浄水によって引き起こされる油中水型エマルションの解乳化のための解乳化
組成物であって、前記組成物は、
　　ａ．
　　　（ｉ）グリオキサール、
　　　（ｉｉ）中和されたグリオキサール、及び
　　　（ｉｉｉ）それらの混合物、
を含む群から選択される化合物と；
　　ｂ．少なくとも１の解乳化剤と；
を含み、
　前記解乳化剤が、
（ｉ）以下の縮合生成物：
　　ｉ）ノニルフェノール及びアミルフェノール、及びホルムアルデヒド；
　　ｉｉ）ノニルフェノール及びブチルフェノール、及びホルムアルデヒド；
　　ｉｉｉ）ノニルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｉｖ）アミルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖ）ブチルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖｉ）アルキルフェノール及びホルムアルデヒド；又は
　　ｖｉｉ）それらの混合物；
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（ｉｉ）以下の縮合生成物：
　　ｉ）カルダノール、ノニルフェノール及びアミルフェノール、及びホルムアルデヒド
；
　　ｉｉ）カルダノール、ノニルフェノール及びブチルフェノール、及びホルムアルデヒ
ド；
　　ｉｉｉ）カルダノール、ノニルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｉｖ）カルダノール、アミルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖ）カルダノール、ブチルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖｉ）カルダノール、アルキルフェノール及びホルムアルデヒド；又は
　　ｖｉｉ）それらの混合物；
（ｉｉｉ）それらのオキシアルキル化縮合生成物；
（ｉｖ）エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシド又はそれらの混合物
によるオキシアルキル化によって得られるそのオキシアルキル化縮合生成物；
（ｖ）前記縮合生成物のオキシアルキル化コポリマー又はオキシアルキル化ポリマー；
を含む群から選択される、解乳化組成物。
【請求項２】
　前記中和されたグリオキサールが中性から塩基性のｐＨを有するグリオキサールである
、請求項１に記載の解乳化組成物。
【請求項３】
　中性から塩基性の前記ｐＨが、約７から約１２まで変化するｐＨを含む、請求項１又は
２に記載の解乳化組成物。
【請求項４】
　前記中和されたグリオキサールが、前記グリオキサールをアミン又はアルカリ性媒体で
中和することによって得られる、請求項１～３のいずれか一項に記載の解乳化組成物。
【請求項５】
　前記アミンがトリエタノールアミン（ＴＥＡ）を含む、請求項４に記載の解乳化組成物
。
【請求項６】
　前記アルカリ性媒体が水酸化ナトリウム水溶液を含む、請求項４に記載の解乳化組成物
。
【請求項７】
　前記中和されたグリオキサールが、グリオキサールの中和された誘導体を含む、請求項
１～６のいずれか一項に記載の解乳化組成物。
【請求項８】
　前記オキシアルキル化縮合生成物が、以下を含む群から選択される、請求項１に記載の
解乳化組成物。：
　　ｉ）ノニルフェノール及びアミルフェノール、及びホルムアルデヒド；
　　ｉｉ）ノニルフェノール及びブチルフェノール、及びホルムアルデヒド；
　　ｉｉｉ）ノニルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｉｖ）アミルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖ）ブチルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖｉ）アルキルフェノール及びホルムアルデヒド；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【請求項９】
　前記オキシアルキル化縮合生成物が、以下を含む群から選択される、請求項１に記載の
解乳化組成物。：
　　ｉ）カルダノール、ノニルフェノール及びアミルフェノール、及びホルムアルデヒド
；
　　ｉｉ）カルダノール、ノニルフェノール及びブチルフェノール、及びホルムアルデヒ
ド；
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　　ｉｉｉ）カルダノール、ノニルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｉｖ）カルダノール、アミルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖ）カルダノール、ブチルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖｉ）カルダノール、アルキルフェノール及びホルムアルデヒド；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【請求項１０】
　前記解乳化剤が、以下を含む群から選択される、請求項１に記載の解乳化組成物。：
　　ｉ）オキシアルキル化ノニルフェノール及びアミルフェノールホルムアルデヒドコポ
リマー；
　　ｉｉ）オキシアルキル化ノニルフェノール及びブチルフェノールホルムアルデヒドコ
ポリマー；
　　ｉｉｉ）オキシアルキル化ノニルフェノールホルムアルデヒドポリマー；
　　ｉｖ）オキシアルキル化アミルフェノールホルムアルデヒドポリマー；
　　ｖ）オキシアルキル化ブチルフェノールホルムアルデヒドポリマー；
　　ｖｉ）オキシアルキル化アルキルフェノールホルムアルデヒドポリマー；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【請求項１１】
　前記解乳化剤が、以下を含む群から選択される、請求項１に記載の解乳化組成物：
　　ｉ）オキシアルキル化カルダノール、ノニルフェノール及びアミルフェノール、及び
ホルムアルデヒドコポリマー；
　　ｉｉ）オキシアルキル化カルダノール、ノニルフェノール及びブチルフェノール、及
びホルムアルデヒドコポリマー；
　　ｉｉｉ）オキシアルキル化カルダノール、ノニルフェノール及びホルムアルデヒドポ
リマー；
　　ｉｖ）オキシアルキル化カルダノール、アミルフェノール及びホルムアルデヒドポリ
マー；
　　ｖ）オキシアルキル化カルダノール、ブチルフェノール及びホルムアルデヒドポリマ
ー；
　　ｖｉ）オキシアルキル化カルダノール、アルキルフェノール及びホルムアルデヒドポ
リマー；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【請求項１２】
　前記組成物が、以下を含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の解乳化組成物。：
　　ａ）グリオキサール、中和されたグリオキサール、及びそれらの混合物を含む群から
選択される化合物の約０．１～約９９．１重量％；及び
　　ｂ）前記１以上の解乳化剤の約９９．１～約０．１重量％。
【請求項１３】
　油中水型エマルションの解乳化方法であって、前記油中水型エマルションを、請求項１
～１２のいずれか一項に記載の解乳化組成物で処理する、方法。
【請求項１４】
　油中水型エマルションの解乳化のための、請求項１～１２のいずれか一項に記載の解乳
化組成物を使用する方法であって、
　　前記解乳化組成物が、前記原油中の洗浄水の混合により形成された前記油中水型エマ
ルションに添加される、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油中水型乳化物の解乳化(demulsification)のための添加剤組成物に関する
。
【０００２】
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　特に、本発明は、洗浄水と原油(crude　oil)との混合によって引き起こされる油中水型
エマルションの解乳化のための添加剤組成物に関する。
【０００３】
　より詳細には、本発明は、製油所(refinery)の脱塩装置ユニットにおける洗浄水と原油
との混合によって引き起こされる油中水エマルションの解乳化のための添加剤組成物に関
する。
【０００４】
　さらに詳細には、本発明は、製油所の脱塩装置ユニット中の洗浄水と原油との混合によ
って引き起こされる油中水エマルションの解乳化のための添加剤組成物であって、
　　ａ．グリオキサール、中和されたグリオキサール、グリオキサール誘導体及びそれら
の混合物を含む群から選択される化合物と；
　　ｂ．１以上の解乳化剤と；
を含む、解乳化組成物に関する。
【０００５】
　一実施形態では、本発明は、油中水型エマルションの、特に洗浄水と原油との混合によ
って生じる油中水型エマルションの、より具体的には製油所の脱塩装置ユニットにおける
洗浄水と原油の混合によって引き起こされる油中水型エマルションの、解乳化のための方
法に関する。
【０００６】
　別の実施形態では、本発明は、油中水型エマルションの、特に洗浄水と原油との混合に
よって引き起こされる油中水型エマルションの、
解乳化のための本発明の添加剤組成物の使用方法、より詳細には製油所の脱塩装置ユニッ
ト内の洗浄水と原油との混合によって引き起こされる油中水型エマルションの添加剤組成
物を使用する方法に関する。
【背景技術】
【０００７】
本発明の背景：
　油中水型エマルションは様々な工業的操作において形成され、且つ、油の分離の困難性
を包含する様々な工業用成分の実質的な損失の原因となる。従って、油の処理中の油中水
型エマルションの破壊は、当該産業の、特に、洗浄水が製油所の脱塩装置ユニット中の原
油と混合され、そして油中水型エマルションを形成する原油精製産業の、要件である。
【０００８】
　現在、洗浄水に解乳化剤を添加することによって、洗浄水と原油との混合によって引き
起こされる油中水型エマルションが破壊される。
【０００９】
　解乳化剤を使用することの主な問題は、これらがより多量に使用され、且つ、原油の処
理を通じて継続的に必要とされることであり、その結果、原油の処理コストが実質的に増
加する。
【００１０】
　解乳化剤を使用することの別の問題は、これらが高価であることであり、その結果、原
油の処理コストが実質的に増加する。
【００１１】
　さらに重要なことに、現在使用されている解乳化剤はノニルフェノールの縮合生成物で
あり、且つ、現在、それらのコスト及び環境への悪影響を考慮して、ノニルフェノールの
消費を減らす必要がある。
【００１２】
発明の必要性：
　従って、総排除が不可能である場合には、原油処理ユニットの工業生産高を喪失又は犠
牲にすることなく、解乳化剤の使用の上述の問題が、少なくとも最小化されるように、解
乳化剤の要件を低減する必要がある。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従って、本発明は、以下を提供することにより上述した既存の産業上の問題に対する解
決策を提供することを目的とする。：
　　ｉ）油中水型エマルションの解乳化のための有効な添加剤組成物、及び
　　ｉｉ）油中水型エマルションの解乳化のための前記有効な添加剤組成物を使用する方
法、及び
　　ｉｉｉ）前記添加剤組成物を利用することにより油中水型エマルションの解乳化のた
めの方法。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
本発明の目的：
　従って、本発明の主な目的は以下を提供することである。：
　　ｉ）油中水型エマルションの、特に洗浄水と粗製油との混合によって引き起こされる
油中水型エマルションの、より詳細には製油所の脱塩装置ユニット内の洗浄水と粗製油と
の混合によって引き起こされる油中水型エマルションの、解乳化のための添加剤組成物。
【００１５】
　従って、本発明の他の目的は以下を提供することである。：
　　ｉｉ）本発明の添加剤組成物を利用することによる、油中水型エマルションの、特に
洗浄水と粗製油との混合によって引き起こされる油中水型エマルションの、より詳細には
製油所の脱塩装置ユニット内の洗浄水と粗製油との混合によって引き起こされる油中水型
エマルションの、解乳化の方法。
【００１６】
　従って、本発明の別の目的は以下を提供することである。：
　　油中水型エマルションの、特に洗浄水と粗製油との混合によって引き起こされる油中
水型エマルションの、より詳細には製油所の脱塩装置ユニット内の洗浄水と粗製油との混
合によって引き起こされる油中水型エマルションの、解乳化のための本発明の前記添加剤
組成物を使用する方法。
【００１７】
　従って、本発明の目的は、好ましくは洗浄水と原油を混合することにより引き起こされ
る油中水型エマルションの解乳化のための、より好ましくは製油所の脱塩装置ユニット内
の洗浄水と粗製油との混合によって引き起こされる油中水型エマルションの解乳化のため
の、添加剤組成物を提供することである。ノニルフェノールの縮合物である現在使用され
ている解乳化剤の量を減らし、及び従って、ノニルフェノールの消費を減らし、及びそれ
により、処理のコスト及びそれに伴う環境への悪影響を減らすためである。
【００１８】
　本発明の他の目的および利点は、本発明の範囲を限定するものではない実施例と併せて
読むならば、以下の説明からより明らかになるであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
本発明の説明および好ましい実施形態：
　上記のような従来技術の問題点を克服し、且つ、本発明の上記の目的を達成する目的で
、本発明者らは、グリオキサール、中和されたグリオキサール、グリオキサール誘導体及
びそれらの混合物からなる群から選択される化合物が、１以上の解乳化剤に添加される場
合、前記化合物は、驚くべきかつ予期せぬことに、前記解乳化剤の解乳化効率の実質的な
改善をもたらし、及びそれにより、前記解乳化剤の量の要求を実質的に減少させ、その結
果、原油処理のコスト、及び関連する環境への悪影響を実質的に減らすことを見出した。
【００２０】
　さらに、前記グリオキサールおよび中和されたグリオキサールは解乳化剤よりも安価で
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あるので、それはさらに、前記原油の処理コストの実質的な低下をもたらす。
【００２１】
　従って、本発明は、前記原油中の洗浄水によって引き起こされる油中水型エマルション
の解乳化のための解乳化組成物に関する。前記組成物は、：
　　ａ．グリオキサール、中和されたグリオキサール、グリオキサール誘導体およびそれ
らの混合物を含む群から選択される化合物と；
　　ｂ．少なくとも１の（又は１以上の）解乳化剤と；
を含む。
【００２２】
　本発明によれば、前記中和されたグリオキサールは中性から塩基性のｐＨを有するグリ
オキサールである。本発明者は、前記グリオキサールが非常に酸性であることを観察し、
及び従ってそれは腐食を引き起こす可能性がある。従って、そのｐＨが中性から塩基性に
なるまで前記グリオキサールを中和することは、原油処理ユニットの腐食を回避し、及び
前記解乳化剤の解乳化効率をさらに改善する。
【００２３】
　本発明によれば、前記中和されたグリオキサールは、前記グリオキサールをアミン又は
アルカリ性媒体で中和することによって得られる。
【００２４】
　本発明によれば、前記アミンはトリエタノールアミン（ＴＥＡ）を包含する（又は含む
）ことができる。
【００２５】
　本発明によれば、前記アルカリ性媒体は水酸化ナトリウム水溶液を包含する（又は含む
）ことができる。
【００２６】
　本発明によれば、前記中和されたグリオキサールはグリオキサールの中和された誘導体
を包含する（又は含む）ことができる。したがって、本発明において、「中和されたグリ
オキサール」という用語又は「グリオキサールの中和された誘導体」という用語は、その
他明示的に記載されない限り、１の同一の意味を有する。
【００２７】
　本発明によれば、中性から塩基性の前記ｐＨは、約７から約１２まで変化するｐＨを包
含する。
【００２８】
　本発明によれば、前記グリオキサール誘導体は、メタノール、エタノール、ブタノール
、グリオキサールのエチレングリコール誘導体、又はそれらの混合物を包含する（又は含
む）ことができる。
【００２９】
　本発明の前記実施形態の１つによれば、前記解乳化剤は、以下の縮合生成物を含む群か
ら選択される。：
　　ｉ）ノニルフェノールおよびアミルフェノール、及びホルムアルデヒド；
　　ｉｉ）ノニルフェノールおよびブチルフェノール、及びホルムアルデヒド；
　　ｉｉｉ）ノニルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｉｖ）アミルフェノールおよびホルムアルデヒド；
　　ｖ）ブチルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖｉ）アルキルフェノールおよびホルムアルデヒド；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【００３０】
　本発明の前記実施形態の１つによれば、前記解乳化剤は、以下の縮合生成物を含む群か
ら選択される。：
　　ｉ）カルダノール、ノニルフェノールおよびアミルフェノール、およびホルムアルデ
ヒド；
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　　ｉｉ）カルダノール、ノニルフェノール及びブチルフェノール、及びホルムアルデヒ
ド；
　　ｉｉｉ）カルダノール、ノニルフェノールおよびホルムアルデヒド；
　　ｉｖ）カルダノール、アミルフェノールおよびホルムアルデヒド；
　　ｖ）カルダノール、ブチルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖｉ）カルダノール、アルキルフェノールおよびホルムアルデヒド；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【００３１】
　本発明の前記好ましい実施態様の１つによれば、上記の縮合生成物はオキシアルキル化
されている。
【００３２】
　したがって、本発明の前記実施形態の１つによれば、前記解乳化剤は、以下のオキシア
ルキル化縮合生成物を含む群から選択される。：
　　ｉ）ノニルフェノールおよびアミルフェノール、及びホルムアルデヒド；
　　ｉｉ）ノニルフェノールおよびブチルフェノール、及びホルムアルデヒド；
　　ｉｉｉ）ノニルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｉｖ）アミルフェノールおよびホルムアルデヒド；
　　ｖ）ブチルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖｉ）アルキルフェノール及びホルムアルデヒド；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【００３３】
　従って、本発明の前記実施形態の１つによれば、前記解乳化剤は、以下のオキシアルキ
ル化縮合生成物を含む群から選択される。：
　　ｉ）カルダノール、ノニルフェノールおよびアミルフェノール、およびホルムアルデ
ヒド；
　　ｉｉ）カルダノール、ノニルフェノール及びブチルフェノール、及びホルムアルデヒ
ド；
　　ｉｉｉ）カルダノール、ノニルフェノールおよびホルムアルデヒド；
　　ｉｖ）カルダノール、アミルフェノールおよびホルムアルデヒド；
　　ｖ）カルダノール、ブチルフェノール及びホルムアルデヒド；
　　ｖｉ）カルダノール、アルキルフェノールおよびホルムアルデヒド；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【００３４】
　本発明の前記好ましい実施態様の１つによれば、上記の縮合生成物は、エチレンオキシ
ド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシド又はそれらの混合物でオキシアルキル化され
ており、それらのオキシアルキル化コポリマー又はオキシアルキル化ポリマーをもたらす
ためである。
【００３５】
　したがって、本発明の前記実施形態の１つによれば、前記解乳化剤は以下を含む群から
選択される。：
　　ｉ）オキシアルキル化ノニルフェノール及びアミルフェノールホルムアルデヒドコポ
リマー；
　　ｉｉ）オキシアルキル化ノニルフェノール及びブチルフェノールホルムアルデヒドコ
ポリマー；
　　ｉｉｉ）オキシアルキル化ノニルフェノールホルムアルデヒドポリマー；
　　ｉｖ）オキシアルキル化アミルフェノールホルムアルデヒドポリマー；
　　ｖ）オキシアルキル化ブチルフェノールホルムアルデヒドポリマー；
　　ｖｉ）オキシアルキル化アルキルフェノールホルムアルデヒドポリマー；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【００３６】
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　したがって、本発明の前記実施形態の１つによれば、前記解乳化剤は、以下を含む群か
ら選択されることができる。：
　　ｉ）オキシアルキル化カルダノール、ノニルフェノールおよびアミルフェノール、及
びホルムアルデヒドコポリマー；
　　ｉｉ）オキシアルキル化カルダノール、ノニルフェノールおよびブチルフェノール、
及びホルムアルデヒドコポリマー；
　　ｉｉｉ）オキシアルキル化カルダノール、ノニルフェノールおよびホルムアルデヒド
ポリマー；
　　ｉｖ）オキシアルキル化カルダノール、アミルフェノールおよびホルムアルデヒドポ
リマー；
　　ｖ）オキシアルキル化カルダノール、ブチルフェノール及びホルムアルデヒドポリマ
ー；
　　ｖｉ）オキシアルキル化カルダノール、アルキルフェノールおよびホルムアルデヒド
ポリマー；及び
　　ｖｉｉ）それらの混合物。
【００３７】
　「コポリマー」という用語は、２つの異なるフェノールから製造されたポリマーを意味
し、且つ、「ポリマー」という用語は、１つのフェノールから製造されたポリマーを意味
することに留意されたい。
【００３８】
　本発明によれば、本発明の解乳化剤の分子量は、溶媒としてテトラヒドロフラン（ＴＨ
Ｆ）を使用するゲル透過クロマトグラフィーによって測定して、約２０００～約２０００
０ダルトンに変化し得る。
【００３９】
　本発明によれば、前記組成物は以下を含む。：
　　ａ）グリオキサール、中和されたグリオキサール、グリオキサール誘導体及びそれら
の混合物を含む群から選択される化合物の約０．１～約９９．１重量％；及び
　　ｂ）前記１以上の解乳化剤の約９９．１～約０．１重量％。
【００４０】
　本発明の前記好ましい実施形態の１つによれば、前記組成物は以下を含むことができる
。：
　　ａ）グリオキサール、中和されたグリオキサール、グリオキサール誘導体及びそれら
の混合物を含む群から選択される化合物の約０．１ｐｐｍ～約１０００ｐｐｍ；及び
　　ｂ）前記原油の性質に応じて、前記１以上の解乳化剤の約０．５ｐｐｍ～約２００ｐ
ｐｍ。
【００４１】
　本発明によれば、前記添加剤組成物を原油相又は脱塩装置に添加することができ、ここ
で洗浄水は原油と混合して、そして油中水型エマルションを形成することに留意されたい
。
【００４２】
　従って、一実施形態において、本発明は、油中水型エマルションの、特に洗浄水と原油
との混合により形成された油中水型エマルションの、より具体的には、製油所の脱塩装置
ユニットにおける洗浄水と原油との混合により形成された油中水型エマルションの、解乳
化方法に関わる。ここで、前記現有中の洗浄水の混合により形成された前記油中水型エマ
ルションは、
　　ａ．グリオキサール、中和されたグリオキサール、グリオキサール誘導体およびそれ
らの混合物を含む群から選択される化合物と；
　　ｂ．少なくとも１の解乳化剤と；
を含む本発明の解乳化組成物で処理される。
【００４３】
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　したがって、一実施形態では、本発明は、油中水型エマルションの、特に洗浄水と原油
との混合により形成された油中水型エマルションの、より具体的には、製油所の脱塩装置
ユニットにおける洗浄水と原油との混合により形成された油中水型エマルションの、解乳
化のための本発明添加剤組成物を使用する方法に関わる。ここで、
　　ａ．グリオキサール、中和されたグリオキサール、グリオキサール誘導体およびそれ
らの混合物を含む群から選択される化合物と；
　　ｂ．少なくとも１の解乳化剤と；
を含む本発明の解乳化組成物は、前記原油において洗浄水を混合することにより形成され
た前記油中水型エマルションに添加される。
【実施例】
【００４４】
　以下、以下の実施例により本発明を説明するが、これらの実施例は、本発明の範囲を限
定することを意図するものではなく、従来技術に対して本発明の利点を説明するために組
み込まれている。
【００４５】
実施例：
　本組成物は、解乳化効率について試験されている。
【００４６】
　以下の実施例において、
　　１．「ブランク」は添加物なしである。
　　２．化合物「Ａ」は解乳化剤であり、これは塩基触媒された(base　catalysed)ノニ
ルフェノールホルムアルデヒド樹脂であり、比較のために使用される。
　　３．本組成物は、
　　ｉ）化合物「Ａ」及びグリオキサール；又は
　　ｉｉ）化合物「Ａ」及び中和されたグリオキサール（前記グリオキサールはトリエタ
ノールアミン（ＴＥＡ）で中和されている）；及び
　　４．比較組成物は、
　　ａ）化合物「Ａ」、及びグリコール酸、グリオキシル酸、ＤＬ－リンゴ酸、ベンズア
ルデヒド、又はグルタルアルデヒドから選択される化合物、
を含む。
【００４７】
　以下の実施例において、化合物「Ａ」（解乳化剤）は５０％活性であり、グリオキサー
ルは４０％活性であり、中和されたグリオキサールは１００％活性トリエタノールアミン
（ＴＥＡ）で中和された４０％活性グリオキサールを含む。グリコール酸、グリオキシル
酸およびＤＬ－リンゴ酸は４０％活性である。
【００４８】
　以下の実施例では、本添加剤組成物及び先行技術又は比較添加剤組成物を、水と原油と
の混合後に形成される水と原油との油中水エマルションに添加した。
【００４９】
　この結果は、前記解乳化剤の１以上中に、グリオキサール、中和されたグリオキサール
、グリオキザール誘導体及びそれらの混合物を含む群から選択される化合物を添加するこ
とにより、前記解乳化剤の解乳化効率が増加することを確認する。したがって、本組成物
は従来技術の問題を克服する。
【００５０】
　以下の実施例では、試験は、５％容量の洗浄水（洗浄水のｐＨは６．６であった）及び
インド西部からの原油９５容量％を含む油中水型エマルションを用いて１３０℃でポータ
ブル電気脱塩装置（portable　electric　desalter,ＰＥＤ）又は静電分離器で実施した
。
【００５１】
　以下の実施例では、上記の油中水型エマルション１００ｍｌを採取する。
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【００５２】
　以下の表１の値は、ＰＥＤ管で分離された水の容量％であり、すなわち、下の表の５０
％は、最初の５ｍｌの洗浄水のうち２．５ｍｌのみが分離されたことを意味する。
【００５３】
　　　　　　　　　　　　　　表１
【表１】

【００５４】
　上記表１において、「１０＋０．４」という表現は、組成物が以下を含むことを意味す
る。：
　　ａ）１０ｐｐｍの化合物「Ａ」（解乳化剤）；及び
　　ｂ）０．４ｐｐｍの第２の成分（前記第２の成分は、グリオキサールもしくは中和さ
れたグリオキサール（本発明による）；又はグリコール酸、グリオキシル酸；ＤＬ－リン
ゴ酸；ベンズアルデヒド；又はグルタルアルデヒド（比較の目的のため）のいずれかであ
る）。
【００５５】
　上記表１は、本発明の添加剤、例えばグリオキサール及びグリオキサールのｐＨが中性
から塩基性になるまでＴＥＡで中和されたグリオキサール、すなわちｐＨ７以上、が、原
油中において洗浄水を混合することによって形成された油中水型エマルションを解乳化す
るための解乳化剤の解乳化効率を改善することにおいて驚くべき予想外の効果を有するこ
とを確認する。
ことができる。
【００５６】
　したがって、上記の実験結果は、原油中に洗浄水を混合することによって形成された油
中水型エマルションを解乳化する際の本発明の組成物の相乗的、驚くべき及び予想外の効
果、及び技術的利点を確認する。
【００５７】
　さらに、上記の実験結果は、本組成物が、原油中の洗浄水を混合することによって形成
された油中水型エマルションを解乳化させるために、より良好な解乳化効率を有すること



(11) JP 6715869 B2 2020.7.1

も確認する。
【００５８】
　さらに、解乳化剤の量が所望の解乳化効率を達成するために実質的に低減されるにつれ
て、本組成物はより経済的で環境に優しい。
【００５９】
　本明細書で使用される「約」という用語は、特許請求される発明の範囲を拡大すること
を意図するものではなく、本発明の分野の許容可能な実験誤差を含むようにのみ組み込ま
れていることに留意されたい。
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